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羽仁もと子の教育思想における「自由」

――「宗教心」との関係に着目して――

相 田 ま り

はじめに

本稿は、羽仁もと子（1873-1957）の教育思想にお

ける「自由」概念の特色を、とりわけ「宗教心」と

の関係において明らかにすることを目的とする。

羽仁もと子（以下、もと子と略す）は大正新教育

の潮流の中で1921（大正10）年に自由学園を創立し、

「真の自由人をつくりだすこと」を目指して独自の実

践を展開した。もと子によれば、「真の自由人」とは

「神の造
つく
りたまいしままに、神の力と人の力で生活し

つつ育ちつつある」人のことである。ここでいう「人

の力」とは、「自分自身の力を主とし本として、必要

な部分に段々とどこまでも他人の力を受け入れると

ころの、広い意味での人力」である 。つまり、主体

的かつ協同的なあり方を指しており、今日教育に

よって育むことが求められている「生きる力」など

と理念を共有しているものと考えられる 。だが、注

目すべきは、もと子がこの「人の力」に加えて「神

の力」が必要であると考えたことである。もと子は、

神の存在を感じる心のことを「宗教心」と呼ぶが、

それは、特定の宗派や宗教に対する信仰を意味する

ものではない。もと子は敬虔なキリスト者であり、

自由学園においてもキリスト教の精神に基づく教育

理念を掲げたが、「宗教の詰込みは実に恐ろしいこ

と」であるとして、キリスト教を教えることには慎

重であった 。

先行研究では、もと子の掲げる「自由」の背景に

キリスト教思想があることが指摘されているが 、

「宗教心」との関係についての踏み込んだ検討はなさ

れていない。もと子のキリスト教思想を総括的に分

析した李の研究（2009）においても、自由学園創立

当初もと子が特定の宗教を教えることに慎重な姿勢

を見せていたことは指摘されているが 、「宗教心」

の内実については言及されていない。李は、もと子

の宗教教育に対する当初の姿勢が戦時下において揺

らぎ、「戦争や政府の方針を聖書に基づいて正当化

し、これを［…］学生の頭の中に注入しようと」す

るようになったと述べている 。そして、もと子の

「自由」論においては「何が正しい権威か、何が使命

であるかについて自主的に考えて、その真偽を定め

る権利、またはそのための努力が必要であることが

十分に認識されていない」と指摘する 。しかし、も

と子が自由学園において試みたのは、まさに、自ら

の従うべき権威を見出す心や頭を養うための教育で

あった。そうであるとすれば、「自由」を「宗教心」

との関係から捉えた上で、それらの取り組みがどれ

だけ子どもの自主的な思考や感性を尊重していたか

を問うべきである。しかし、「自由」を「宗教心」と

の関係から論じた研究は管見の限り存在しない。

以上のことを踏まえて本稿では、もと子の教育思

想が確立された1930年代初めまでのもと子のテクス

トに基づいて、「自由」を「宗教心」との関係から読

み解いてゆくこととする。というのも、李も指摘し

ているように、もと子は1930年に著作集第15巻『信

仰篇』を著してキリスト教思想を確立し、その２年

後の1932年にはニースで開催された新教育連盟の国

際会議において自由学園での教育について講演し、

教育思想を確立しているからである。もと子は『婦

人之友』において、育児に関する実践的な知識から、

子どもの理想的な生活習慣、学校での勉強や予習復

習の仕方といったテーマを取り上げてゆく中で、独

自の教育思想を確立していった。特に、子どもの生

活に「宗教心」がなければならないことは当初から

述べられており、1903年の同誌の創刊から1932年の

ニースにおける講演まで、「自由」を掲げる教育にお

ける「宗教心」の重要性についての考えは一貫して

いる 。

なお、本稿の構成は以下の通りである。第１節で

は、もと子の教育思想の中心概念となる「自由」に

ついて、もと子の当時の教育に対する批判などに照

らしながら検討する。続いて第２節では、もと子の

「自由」の根底にある「宗教心」について検討し、な
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ぜ「自由」は「宗教心」に支えられていなければな

らないのかを明らかにする。最後に第３節では、「自

由」を根幹とするもと子の教育思想から導き出され

る課題として、「自由」と「権威」との関係について

検討する。

１.羽仁もと子における「自由」

（１）詰め込み教育と子ども中心主義の教育に対

する批判

もと子の教育の原点には、詰め込み教育に対する

批判がある。もと子は自らの学校経験や長女の小学

校での経験などを通じて、教科書に書かれた内容を

覚え込ませるだけの形式的な教育に対して不満を募

らせていた。もと子は1925年の論文の中で、詰め込

み教育は子どもの「自分の頭の本当の活動を犠牲に

して」、子どもの感性や思考を育てる代わりに知識を

多く覚えることに対する「名誉心や競争心」を植え

つけると述べている。そして、このような教育を受

けた子どもたちは、自分の意志で生きることができ

ず、誰かに指示されないと何もできなかったり、人

の話を丸呑みにしたりするような人間になってしま

うとして、詰め込み教育を糾弾している 。

その一方で、もと子は、子ども中心主義の教育に

も異を唱えた。もと子は1922年の論文の中で、子ど

もの得意なことに特化してその才能を伸ばそうとす

る取り組みに対し、それは幼いうちに子どもの可能

性を見限ってしまう「浅薄な天才教育」、「誤った自

由教育思想」であると批判した 。また、1928年の論

文では、子どもの欲望や個性を無批判に肯定し、わ

がままを黙認したり、「何でも彼でも気楽に行成り次

第に」させたりすることに対して、それは「自然に

任せるどころか、大いなる不自然主義である」と指

摘した 。

（２）「ほんとうの自由主義の教育」とは何か

もと子は、詰め込み教育と子ども中心主義の教育

を批判して、「ほんとうの自由主義の教育」 を実現

することを目指した。

子ども自身の感性や思考を尊重しなければならな

いというもと子の主張の根本には、人として生きる

以上、自己を重んじ、積極的に生きなければならな

いという考えがあった。自己を重んじて積極的に生

きるとは、自己の内にある「願いや欲望」に基づい

て行動するということである。当時は一般的に、女

性は夫や子どもに対して、また子どもは大人に対し

て従順であることが美徳とされていたが、もと子は

『婦人之友』の読者にも自由学園の生徒にも、終始一

貫して自己を重んじて生きることを求めた。もと子

は1915年の論文において、願いや欲望こそ成長の原

動力であるとして次のように述べている。

子供から大人まで、我々の心の中にある願

い、それほど大切なものはありません。むしろ

人そのものが願いだといってもよいのです。

［…］その願いや欲望をよく取り扱ってやりさえ

すれば、ひとりでによい人も立派な人も出来る。

反対にその取扱い方が悪い時に、つまらない人

も不幸な人も出来るのだということを、よくよ

く心に入れて置きたいものです」 。

このように、もと子は、一人一人の「心の中にある」

「願いや欲望」の扱い方次第で、その人の人生が変わ

ると考えていた。自己の内にある様々な願いや欲望

を吟味し、「よくない願いや、くだらない欲望」を手

放し、「正当な願望
ねがい

」を伸ばしてその実現へと向かわ

せる。「自分の要求や欲望が、果たして正当なものか

どうか、自分がしたいと思ったことは、ほんとうに

自分に興味のあることであるかないかを、実際に経

験する機会」を与えることで、自己の内なる要求に

基づきながら積極的に「よいこと」を実現してゆく

人間を育てる。もと子はこれを「欲望の教育」と呼

んだ 。

子どもが自分の中に色々な願いや欲望があること

を自覚した上で、それらの善し悪しを判断し、実現

へと向かわせる。その際に注意しなければならない

のは、既存の道徳や社会規範を押しつけるのではな

く、子ども自身に考え判断させることである。もと

子は1928年にまとめた文章の中で、次のように述べ

ている。

教育というものは、お行儀や規則のことを、

まず厳しくしては、決して出来っこはないもの

です。［…］自発的によい規律をつくり、守り、

自然に礼節に叶いつつある子供であるように教

育すべきです」 。

形式や決まりごとに盲目的に従わせるのではなく、
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子どもが自ら考えて「自発的によい規律をつくり」

守らせること、その結果として「自然に礼節に叶い

つつある」ことが重要である。もと子は、大人が子

どもに規則や規範を押しつけるべきでないことを強

調し、子ども自身が試行錯誤を繰り返しながら、何

が正しいのかを自然と理解できるようになるよう導

いてやるべきであると述べた。

また、もと子は、よいことを実現する過程で他者

との協力関係を築くことも重視した。よいことを実

現するためには、本人の努力と工夫だけでなく、他

者の協力も必要である。もと子は同じ頃に書いた文

章の中で、子どもに「自分たちの思いの実行には多

くの人と協力の必要〔であること〕を痛感させ」る

ことが必要であると述べている 。それは、単に足り

ないものを補ってもらうばかりでなく、一人では発

揮できない力を引き出してもらったり、他者の視点

を得ることによって新たな発見があったりといった

可能性を開くことでもあった。自分の要求を自覚し、

それを実現するために何が必要なのかを考え、周囲

の人と関わりながら進むべき道を選択する。そうし

た試行錯誤を繰り返すことによって、子どもは「自

ら教育する」人に育ってゆく 。もと子は以上のよう

に述べて、子どもが自らの願いや欲望を実現する過

程で、他者との関係を築きながら成長してゆくこと

を望んだのであった。

（３）子どもの「人格」と「自由」

以上に述べたように、もと子の求める自由とは、

自己の内なる要求に基づき、他者の助けを得ながら

よいことを実現することであった。こうした意味で

の自由を掲げる教育の根本には、子どもの「人格」

と「自由」がある。もと子は「すべての子供各々の

生
いのち
の中に、よい人になる種子

たね
のかくされていること

を信じ、その人格を重んじて、愛深き大胆さを以て、

私たちの手から子供を解放しなくてはなりません」

と述べて、子どもの「人格」を重んじることを教育

の第一の条件としている。大人の思惑を子どもに押

しつけることは「彼等の人格に対する冒涜」である

として、もと子は次のように述べている 。

子供たちを自分の手のものと思わず、対等の

人格として、彼等の絶対的自由を認めてこそ、

私たちの子供の成長のためにする苦心と努力

は、本当に唯愛による真実な奉仕になります。

親や教師の心がここまでに至った時にこそ、子

供は自からめいめいの人格の重大なる責任を感

じて、自由なるが故に謙虚なる態度を以て、多

くの誘惑と過ちから最も強く自身を護ることが

出来るようになるのだと思います」 。

私たちは子どもの成長を願って多くの「苦心と努力」

をするが、それらは、子どもと「対等の人格として」

接し、「彼らの絶対的自由を認めてこそ」、大人のエ

ゴでなく「ほんとうに唯愛による真実な奉仕」とな

る。したがって教育において最も重要なのは、子ど

もの人格と自由を尊重することである。しかし、す

でに明らかなように、それは何でも子どもの好きな

ようにさせることではない。子どもの人格と自由を

尊重するのは、子ども自身に「めいめいの人格の重

大なる責任」を自覚させるためである。

子どもに自身の人格に対する責任を自覚させると

いう発想は、もと子のキリスト教思想に基づいてい

る。もと子は1914年の論文の中で、次のように説明

している。

どのような場合にも、他を侵すことを疚
やま
しく

思い、他より侵されることを、何よりも許しが

たく思うのは、私共人間の本能でございます。

造物主
か み

は私共に、飢餓
きが

の感覚を与えて、肉の命

を全うせしめ給うように、精神的には以上の本

能を与えて、個々の独立を全うせしめ給うので

ありましょう。［…］子のためも夫のためも、親

のためも、人のためも、趣味も思想も、犠牲も

献身も、皆悉く私共の独立したる人格の基礎の

上にのみ立ち得るのだと思います」 。

人間の精神には「どのような場合にも、他を侵すこ

とを疚
やま
しく思い、他より侵されることを、何よりも

許しがたく思う」感覚が備わっている。すべての思

いや行動は、独立した人格を持つ人間としての自覚

の上に立って、はじめて生きたものになる。つまり、

人間の思いや行動はすべて、各人の自由な意志に

よって選び取られるべきものであるということであ

る。

もと子はさらに1930年の論文の中で、自由は消費

されるだけでなく生産されるべきものであると述べ

ている。もと子によれば、個々人の自由は「神の恩恵
めぐみ

の贈りもの」であり、「唯一の真の富」である。自由

― ―121



は神から与えられたものであり、それをもとに誰か

が増やして分け与えてくれたものである。したがっ

て、最初に与えられた貨幣を元手に資産を増やして

ゆくように、自由もまた各人の能力を用いながら増

やしてゆくべきものである 。

私に与えられている自由、それをよく使わし

て頂きましょう。［…］私に与えられているタラ

ント〔＝貨幣〕を用いて、自分の生きるために

も、他人
ひと

の生きる助けのためにも、このなくて

はならない自由を、また根限り生産しましょ

う」 。

もと子は以上のように述べて、人間は自らの意志に

よって、与えられた能力を生かしながら自由を増や

し、他者に分け与え、他者と協力しながらさらに増

やしてゆく使命を負っているとの考えを示した。

各人が能力を生かし他者と協力しながら自由を増

やしてゆく。それは、人間を成長させるばかりでな

く、神の意志を実現することにも繋がっていた。も

と子は同年にまとめた著作集第15巻『信仰篇』の中

で、人間は神によって「造られたもの」であり、人

として正しく生きるためには、この造り主である神

の意志を知り、それにかなうように行動を選択して

ゆくことが必要であると述べている 。なぜ神の意

志にかなうことが求められるのか。その理由は、1917

年に書かれた次の文章の中に示されている。

自主自由の人というのはその身体や精神
こころ

の

最も気持よく働く人です。［…］自分の欲望のま

まにでなく、自然の法則をたずねて、それに叶
かな

うように生活することが、すなわちわれらの自

由を得るためであり、心の思いにしても、造化
かみ

の人間に望み給うところに従って生きること、

それがすなわちわれわれに自主自由の快感を自

覚させるところの健康な精神になるのだと思い

ます」 。

ここに、人間にとっての自由とは「造化
かみ

の人間に望

み給うところに従って生きること」であるという、

もと子の自由概念の核心が示されている。人間は「そ

の身体や精神
こころ

の最も気持よく働く」ときに自由を感

じる。それは「自然の法則をたずねて、それに叶
かな
う

ように生活する」ときに得られる。つまり、神の意

志にかなうことは、自由を実現するための最も重要

な条件なのである。そして、もと子は次のように続

ける。

かくしてわれわれの心身が活発に動いてい

れば、そこにおのずから進歩があります。そう

してだんだんと知恵や力が進んでゆくと、私た

ちの働く範囲も広くなり、知らずしらずの間に

幸福に有益な生涯を送ってゆくことが出来ま

す。そうしてわれわれの幸福である生き甲斐
がい

が

あると感ずる生活は、すなわち造化
かみ

のわれわれ

を生み給える目的に叶
かな
い、そのみ心を成す生涯

なのです」 。

ここから、もと子にとっての自由が神から人間に与

えられた使命でもあることが読み取れる。神の意志

に従って生きるときに、人間の心や身体が活発に働

き、そこから「進歩」が生まれる。それが人間にとっ

ての「幸福」であり「生き甲斐
がい

」である。それは、

人間にとっての自由であると同時に「造化
かみ

のわれわ

れを生み給える目的」である。1922年の論文にも書

かれているように、「私たちは神の意志を成さんがた

めに生きつつある」のである 。つまり、もと子の求

めるほんとうの自由とは、自己を重んじつつ、他者

と協力しながら進歩すること、それによって神から

与えられた使命を果たすことなのであった。

以上のことから、もと子の求める自由には三つの

要素があることが理解される。すなわち、子ども自

身の要求に基づくこと、他者と協同しながら進歩す

ること、神の意志にかなうことである。しかし、神

とは目に見えないものであり、その意志を直接聞く

ことはできない。では、どうしたら神の意志を知る

ことができるのだろうか。この点を明らかにするた

めに、次節ではもと子の自由を支える「宗教心」に

ついて検討する。

２. 自由」を支える「宗教心」

（１）羽仁もと子の人間観

前節の最後で、もと子の求める自由が神と関係し

ていることが明らかになった。なぜ自由を実現する

ためには神の存在を考慮しなければならないのだろ

うか。以下では、もと子の人間観に触れながらこの
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点を明らかにしてゆく。

先述したように、もと子にとって、一人一人の人

間は神から人格を与えられた、絶対的に独立した存

在であった。しかし、人間を超越した完全なる存在

である神と違って、人間は不完全な存在である。も

と子によれば、この不完全さが人間に悲しみをもた

らしている。1920年の論文の中で、もと子は次のよ

うに述べている。

私たちはもっともっと自分を愛したい、もっ

ともっと親を愛したい、子を愛したい、夫を愛

したい、友達を愛したい、私たちの家も庭も家

畜ももっと愛したい、ありとあらゆるすべての

ものを愛したいのです。しかし我ながら愛想の

尽きるような自分を度々見ている私たちは、思

う存分に自分を愛することが出来ないのです。

そういう自分と、またやはり不十分な親や子や

夫や友達と相対しつつある間に、心から愛して

見たい心持は妨げられがちであります。その外

ありとあらゆるものに対して、私たちの理解の

不十分さとそのものの中にあるいろいろの故障

のために、しんから愛して見たい心持が満足さ

れずにいるのです」 。

私たちは、自己や他者を愛したいという気持ちを

持っている。しかし、人にはそれぞれ能力の限界や

欠点がある。周囲の状況や様々な要因によって努力

を妨げられることもある。そのような中で「我なが

ら愛想の尽きるような自分」や「不十分な親や子や

夫や友だち」に相対すると、自分や相手を愛したい

気持ちは「妨げられ」てしまう。能力や欠点を人の

存在価値と結びつけるような規範や価値観が、不完

全な自分を責め、同じく不完全な相手を否定させる

からである。

また、それぞれに独立した人格を与えられた人間

は、「一人ぼっち」の寂しさと隣り合わせで生きてい

る。これについてもと子は、1918年の論文の中で次

のように述べている。もと子によれば、多くの人は

考え方の異なる人と一緒にいることはできない、自

己を犠牲にしなければ相手とつき合うことはできな

いと考えている。しかし、こうした考えが私たちに

一人ぼっちの寂しさをもたらす。なぜなら、各人に

与えられた自由は絶対的なものであり、どんなに愛

しく思っていても相手を自分の思い通りにすること

はできないからである。そうして孤独を感じるよう

になると、人々は生気を失い、深く自己を見つめて

努力することを放棄し、やけになって一時的な享楽

に耽ったり、目先の欲望や虚栄心に囚われたりして

しまう 。もと子は以上のように、人間の抱える悲し

みや孤独が、人がそれぞれに独立した人格として生

きつつ他者と関係を築くことを阻んでいると考えて

いた。

（２）神と人との繋がり

こうした悲しみや孤独を乗り越えるために、もと

子は「宗教心」を育てることが必要であると考えた。

宗教心を育てるとは、根本的には、人間が神から独

立の人格を与えられていることを認識させるという

ことである。1926年の論文の中で、もと子は次のよ

うに述べている。

私たちは、神から一人一人に独立の人格を与えら

れている。神の下に人はみな平等で、それぞれが絶

対的に尊い存在である。こうした認識に至ることが

できないと、自己と他者を混同して、自分のうまく

いかないことを他人のせいにしたり、相手が自分の

思い通りにならないことを嘆いたりするようにな

る。また、相手より自分が正しい（自分より相手が

悪い）、相手より自分の方が能力が高い（自分より相

手の方が劣っている）ということになり、人はみな

ばらばらだという認識のまま、他者との競争を続け

ることになる。こうして人間同士の比較に囚われて

いるうちに、考え方の異なる人とはつき合えないと

考えたり、能力を人の存在価値と結びつけたりする

ような考えが生まれてくる 。

こうした他者との比較から抜け出すために、もと

子は、人間を超えた絶対的な基準となる神の存在を

考慮に入れる必要があると考えた。もと子は1927年

の講演において、以下のように述べている。

お互いに不行届きな薄志弱行なわれわれは、

親子でも夫婦でも自分自身でも、お互いに愛想

のつきることばかりです。その互いの罪と不行

届きを悲しんで、本気に救わるることを希
ねが
いつ

つ、共に祈るもの同士であることが分かってく

れば、敵をすら愛したい心になり、さらにその

祈りを聞くもののあることが分かって来れば、

私たちの生
いのち

に本当の望みと大いなる価値が感ぜ

られて来るものです。すなわち私どもは神を信
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ずることによってのみ自身を信じ、また人を信

ずることが出来、愛なき行ないをするのは浅は

かな我であり、愛なしと人を見るのも同じよう

に浅はかな自分であることが分かって来ま

す」 。

私たちは自分の至らなさや意志の弱さに呆れ果てな

がらも、どうにかして進んでゆきたいと希望を捨て

ずに願っている。私たちは「共に祈るもの同士」で

ある。このことに思い至ることができると、相手に

対する「同情」が生まれ、同時に自分を受け入れる

ことができるようになる 。まさに「神を信ずること

によってのみ自身を信じ、また人を信ずることが出

来」るのである。そうして神を信じ、自己と他者を

信じられるようになると、相手と比べて自分を卑下

したり、傲慢になったり、あるいは他者を恐れたり

見下したりすることが愚かなことであるとわかって

くる。もと子はこのように、神との関係を見出すこ

とが、私たちに既存の思考の枠組みを乗り越えさせ、

自他の存在そのものの価値を認め信頼関係を築くこ

とを可能にするのだと考えた。つまり、他者との比

較に囚われずに自分の進むべき道を見定め、他者と

協力しながら進歩してゆくために、神という超越的

な存在との関係を考慮に入れることが必要だったの

である。

（３）「宗教心」とは何か

以上のように、もと子にとって神とは、自他の存

在そのものを受け入れ、信頼関係を築くための端緒

を開くものであった。もと子は、この神の存在を感

じる心のことを「宗教心」と呼んだ。

もと子は1925年の論文の中で、人間の心には「形

あるものを通して、形のないものを知ろうとする」

「内部
うち

なる心の要求」があると述べている 。宗教心

とは、この要求のことである。それは、「我々の上に

働いている」「人間以上の意志や感情」を感じ、探究

しようとする心のことであり 、できる保証はない

が、できると信じて一歩を踏み出す勇気を与えてく

れるものである 。

もと子によれば、人間は生まれたばかりの頃は、

ただ本能のみによって何かを求めて生きている。す

ると、「何かは知らず求めているものは、一々応えら

れて、そこに私たちの生活が出来て」ゆく。そうし

て成長するにつれて意志が育ってくると、自らの自

由な意志によって何かを求めるようになる。すると

また、「その要求に応えようとしている大いなる力」

に助けられて、一つずつ要求が満たされてゆく。も

と子は、このような力が確かに存在していることを

感じ、それを神と呼んだ 。

私たちの肉の生命を育ててくれる大いなる

力は、自分自身の力の外に、また別に存在しな

ければならないことを、認識しない訳に行かな

い我々は、その肉の生
いのち

に全く続いて出来てくる

私たちの心の生
いのち

も、またその同じ力に見守られ

ていることを否定することが出来ないはずで

す。私たちの身体
からだ

とそして心を見守ってくれる

もの、［…］それが即ちわれらの天
か
父
み
なので

す」 。

ここに示されているように、もと子において神とは、

人間の生命を育み、その成長に必要なものを与えて

くれるもの、自らの意志によって生きようとする人

間の要求に応えてくれる力のことを指していた 。

もと子は、このような意味での神を信じる心であ

る宗教心を、キリスト教や仏教といった特定の宗教

に対する信仰から区別し、すべての人の心に共通す

るものであると主張した。もと子は自由学園の創立

に当たってその方針を示した文書の中で、次のよう

に述べている。

私は洗礼をうけて教会に行くものは神を信

ずる者で、他の人は神と没交渉だと思ったり、

仏教と基督教とは仇同士のように考えたりする

ことの出来ないものです。［…］私はすべての人

の心々に神を愛したいと思う力の深く秘められ

てあるのが、人間の自然だと思っています。こ

の心をはぐくみ育てるために、人間のすべての

生活があるのだと思っています」 。

ここに書かれているように、もと子は、信仰におい

て形式的な儀式や行為を重視する考えを退けるとと

もに、信じる宗派や宗教が異なっていても、決して

それらが対立するものではないとの考えを持ってい

た。個々の宗教の違いよりも、それらに共通する「神

を愛したいと思う力」に着目したのである。

もと子は1932年の論文の中で、「仏教信者の子供

が、キリスト教信者になった時、ブルジョアの子供
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が、マルキシストになった時、忍び難い愛情はあり

ながら、勘当する義絶する」のは人間が主義の「奴

隷」になっているからだと述べている 。また、日蓮

宗を信仰する知人の「私たちは日蓮宗ではなく、日

蓮主義です」、「主義の下に人間が生きるということ

は間違いです」という言葉を引きながら、次のよう

に述べている。

人は主義の下に生きるものでなく、主義に

よって結ばれる以上に、愛によって結びつけら

れ、どういう時でも、愛に生き、愛に死ななく

てはならないものです。［…］性格が違っても、

友としての懐かしみをすてないようにと心して

交わる時に、相互の長所がかえって生きて来る

ように、愛をすてずに異主義者を見守るならば、

互いに他山の石となるばかりでなく、また必ず

その尊敬すべき点を発見することが出来るもの

です」 。

上記の引用には、個々の宗教に対する信仰は主義の

一つであり、異なる主義を持っている者同士でも、

より深いところで、つまり「愛」によって関係づけ

られるという考えが示されている。このように、も

と子にとって神を信じるとは、個々の主義の違いを

超えたところにある愛によって他者と結びつけられ

ることを意味していた。そして、もと子は次のよう

に続ける。

愛の最も大いなる所以、愛の慕わしき所以

は、すべてのものが、悉くその中で成長するか

らです。唯その中でのみすべてのものが成就す

るからです。主義をすてて立場をすてて、はじ

めてあり得る愛というものはありません」 。

愛によって結ばれた関係がその土台にあるからこ

そ、個々の主義や思想や信仰が育ち、その特色を生

かすことができる。主義思想は人間の一部であり、

すべての人はそれよりも深いところにある愛によっ

て繋がることができる。それを可能にするのが神を

信じる心、すなわち宗教心である。

人間はそれぞれに独立の人格を与えられている

が、神の下に生きているという事実は、すべての人

に共有されている。すべての人間は、神の意志によっ

て支配されているこの世界の中に、言い換えれば、

神と人との、そして人と人との繋がりの中に生きて

いるのである。私たちは、神との関係を認識するこ

とによって、この事実をすべての人と共有している

ことに気づく。そうすることによって、主義や思想

や信仰といった個々の価値観の違いを超えて、愛に

よって繋がることができるようになる。神とは「主

義よりも更に大切なもの」、つまり「愛」なのであ

る 。そして、すべてを包摂する愛に基づく関係の中

に生きているという安心感があるからこそ、互いの

違いを認め、学び合うこともできる。宗教心とはつ

まり、神との繋がりを認識することによって、人と

人とを愛によって関係づけ、協力して進歩するとい

う自由の土台となるものなのであった。

以上、宗教心について検討した。端的にいうと、

宗教心とは、もと子の求める自由を支える愛に基づ

く関係を可能にするものであった。人は神との繋が

りに気づくことによって、他者との競争から抜け出

し、ありのままの自己と他者とを受け入れられるよ

うになる。また、宗教心はあらゆる価値観の違いを

超えてすべての人に共通するものであり、人々を愛

によって関係づけるものであった。

３.羽仁もと子の「自由」における愛と協

力について

ここまで、もと子の求める自由の特色と、それを

支える宗教心の内実について明らかにしてきた。も

と子の求める自由とは、価値観の違いを超えた愛に

よって結ばれた関係を土台に、独立した一人の人間

として意志や能力を発揮しながら生きると同時に、

他者と協力しながらよいことを実現し、進歩してゆ

くことであった。それは、一人一人の人間に独立の

人格を与えた神との関係を見出すことによって可能

になるものであった。

先述したように、もと子は、各人の意志は絶対に

自由であるとして、教育において子どもの自由な意

志を尊重することを第一条件とした。しかし、自由

を根幹とするもと子の教育思想において疑問に感じ

ることがある。それは、自由の先には向かわせるべ

き一つの目標があると述べていることである。各人

の自由と統一的な目標とは、どのような関係にある

のだろうか。以下では、もと子の思想が変化してゆ

く1933年以降の文章にも触れながら、自由と権威と
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の関係に焦点を当てて、もと子の教育思想に内在す

る課題を提示したい。

（１）「自由」を成り立たせる「権威」

第１節で述べたように、もと子は子どもの欲望を

ただ解放すればよいという考えに反対し、自らの従

うべき対象を見出し、それに従うことこそ自由であ

ると主張した。その対象とは、すべての人間に独立

の人格を与えた神であった。もと子は1932年に行わ

れた座談会の中で、自由は権威があってこそ成り立

つものであるとして次のように述べている。

教育の根本は宗教だと思っています。即ち神

に対するローヤルテイだと思うのです。自由教

育に統一がないというのも、その中に権威がな

いからです。一国の中にも団体の中にも中心点

〔となる権威〕がなかったら、そこにたとえどん

な自由があたえられていても値打がなくなりま

す」 。

ここで述べられているように、もと子にとって自由

とは、権威に裏づけられていてこそ価値あるもので

あった。それは、これまで見てきたように、ただ好

き勝手に振舞うのではなく、自分の頭で考えて正し

いと思うことを見出し、それに従って行動するとき

に、与えられた能力を最大限に発揮することができ

るという考えに基づいていた。自由にはそれを裏づ

ける権威が伴っていなければならないという考え

は、戦争が近づくにつれて段々とその重要度を増し

てゆく。もと子は「自由の社会には権威が必要で

す」 、「権威のない自由は無力です」 などと述べ

て、自由における権威の重要性を説く。そして、終

戦後の1946年に行われた座談会では、次のように述

べている。

正しい権威のある所、そうしてそれを認識し

うる所にのみ真の自由はあり得ると思っていま

す。たとえば一つの学校という団体の場合にも、

その学校がどうありたいか、その目的とすると

ころに権威があるわけです」 。

ここには、「真の自由」は「正しい権威」のあるとこ

ろにのみ存在するという考えが明示されている。そ

の権威とは、個人や団体としての「目的」、「どうあ

りたいか」という目標である。もと子は1937年に行

われた第７回世界新教育会議での講演においても、

「どういう場合にも、人間は必ず一方に目標と統一

と、そうして他方に囚
とら
われない自由をもって進んで

ゆかなくてはならない」と述べている 。ここでは、

従うべき権威を見出すために自由に考え行動するこ

とよりも、統一的な目標が前提とされ、その目的を

達成するための手段として、各人の自由な方法によ

る努力が尊重されているように見える。こうした考

えが、戦時下において愛国心や家族国家思想と重ね

られるようになり、『婦人之友』の読者や自由学園の

生徒たちに戦争協力を要請するような発言へと結び

ついていったと推察される。

（２）「愛と協力の世界」を目指して

前節で述べたように、もと子の求める自由は、宗

教心があることで可能になるものであった。宗教心

とは、人々をあらゆる価値観を超えた愛によって結

びつけるものであり、よいことを実現しようとする

人を支える基盤となるものである。もと子はこれに

ついて、1932年の論文の中で次のように述べている。

よいことを本気になってするのは、おぼれか

けている人を見てわれを忘れて一緒に飛び込む

ような心境だと私は思っている。頭脳
あたま

のよさば

かりでは決して出来ないことである。［…］われ

われの日常に起こるいろいろな場合に、奮
ふる
い立

つ心――それは単なる義侠心のみでは出来な

い。良心というよりももっと深いところにある

霊性の力だと私はそれを思っている」 。

周りの人に何といわれようと、自分の正しいと思う

ことをする。そのために必要なのは、論理的な思考

力や義務感ではなく「奮
ふる
い立つ心」である。もと子

はそれを、「子供が虎に攫われた時、それを奪い返そ

うと駆けよる母の強い力」にも喩えている 。こうし

た行動を可能にするのが宗教心なのであるが、もと

子においてこれは、真理を希求する心として理解さ

れていた。その真理とは、互に愛し合いたいという

願いのことである。もと子は1934年に行われた座談

会の中で、個人にとっても集団にとっても真理は同

じであり、いつの時代も人はみな「皆扶け皆愛して、

本当のよい社会をつくりたいという希い」を抱いて

いると述べている。そして、「犠牲を払っても、本気
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になってみなの人が真理を求めなくてはならない」

と主張している 。

各人の思想や行為は絶対に自由なものであるか

ら、意見の合わない人がいても、相手の意見を頭ご

なしに否定したり、自分の意見を押しつけたりして

はならない。しかし、すべての人は一つの真理を共

有している。だからこそ、各人がありのままに意見

を表明し、互いに聞き合い学び合うところから進歩

が生まれる。戦争の気配が近づいてくる中で、もと

子は、すべての人が対等な人間として「人間同士の

大きな親しみ」 を持ちながら「何にも拘束されず自

由自在に所信を語り得る」 ような社会の実現を目

指していた。

この人間同士の大きな親しみとは、性格が優しい

とか気が合うといったことではなく、「我々は絶対の

意味においては、唯神のみを愛し、［…］神を愛する

故に、その愛したもう人を愛せざるを得ず」 という

心のことである。それは、「〇〇だから好き」、「〇〇

だから嫌い」といった価値判断を超えている。もと

子は、このような愛によって結ばれた関係を土台に、

互いに協力し学び合いながら「愛と協力の世界」 を

実現しようとした。そのために自由学園をつくり、

団体として進歩することを試みた。しかし、先に述

べた「おぼれかけている人を見てわれを忘れて一緒

に飛び込むような心境」とは、「一人で行動するより

も大きな成果が得られるから協力しよう」、「自分と

は違う考えを持った人とも関わり学び合うべきだ」

といった価値判断を含むものではない。前者は価値

判断抜きに瞬間的に人を突き動かすような力であ

り、後者は「〇〇すべきである」という判断によっ

て起こす行動である。前者を「愛」、後者を「協力し

て進歩すること」とするなら、後者の前提には確か

に前者がある。両者は連続的なものである。しかし、

連続的ではあるが、区別されるものである。もと子

は、価値観の違いを超えて愛によって繋がり、その

関係を土台に、他者と協力しながらよいことを実現

することを自由と呼んだ。しかし、それを団体とし

て実体化してしまうと、価値観を超えた繋がりより

も、価値観を共有する人々の間での方法の自由とい

う意味に縮減されてしまうという問題がある。

もと子には、愛と協力の世界を実現するという究

極的な目標があった。もと子は個々人の自由を尊重

する一方で、最終的に一つの方向に向かうことを

願っていたのである。各人が正しいと信じる対象を

見出し、それに従って生きること。もと子にとって

その対象とは、あらゆる価値観を超越した神であり、

向かう先は愛を基盤とする社会であった。だが、戦

時下において、個人の自由よりも集団としての目的

を優先するような発言が見られるようになってゆ

く。集団としての目的に向かうことが前提とされ、

個々人の自由な意志によって選び取るという余地が

奪われてしまった。究極的な目標を達成するために

は多少の犠牲も厭わないという立場を取るとき、目

の前で溺れかけている人は見捨てられてしまう可能

性がある。しかしそれは、能力の優劣で人を評価す

るのとは別の、もっと深いところで他者と繋がろう

としたもと子自身の愛の思想と矛盾するのではない

だろうか。

おわりに

以上、本稿では、羽仁もと子の教育思想における

自由概念の特色と、それを支える宗教心の内実を明

らかにした。最後にまとめと今後の課題を示して本

稿を閉じたい。

第１節では、もと子の教育思想の中心概念である

自由について検討した。もと子の教育思想の原点に

は、詰め込み教育と子ども中心主義の教育に対する

批判があった。もと子の求める自由とは、自己の内

なる要求に基づき、他者と協力しながらよいことを

実現することであった。それは、人間の成長を導く

とともに、神から与えられた使命を果たすことでも

あった。これを受けて第２節では、もと子の自由の

根底にある宗教心について論じた。もと子は、人間

という存在の根底にある悲しみや孤独を乗り越える

ために、宗教心を育てることが必要であると考えた。

宗教心とは、神と人との繋がりを認識させ、人と人

とが個々の価値観を超えて愛によって繋がることを

可能にするものであり、これまでの価値観を揺るが

すようなできごとに直面したときに一歩を踏み出す

勇気を与えてくれるものであった。最後に第３節で

は、自由と権威の関係に焦点を当てて、もと子の教

育思想から導き出される課題を提示した。もと子の

求める自由とは、愛による繋がりを土台に、自己を

生かしつつ、他者と協力しながら進歩することで

あった。それは、愛の関係を可能にする宗教心によっ

て支えられていた。それはいってみれば、個人とし

ての自由と、他者と繋がることで得られる自由を同
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時に実現することである。しかし、戦時下において、

各人の自由よりも集団（団体）としての目的を優先

するような発言が見られるようになっていった。あ

らゆる人間関係の土台となる愛が抜け落ち、自由が、

愛と協力の世界を実現するという目的のための手段

と化してしまったのであった。

今後の課題として、次の三点を挙げる。一点目は、

宗教心についての検討を深めることである。もと子

は個々の宗教に対する信仰をマルクス主義や資本主

義といった主義のうちの一つと見なしているが、宗

教をこのような位置づけで捉えてよいのだろうか。

また、そうだとして、もと子のいう宗教心とは本当

にキリスト教の枠に囚われない普遍的なものなの

か、慎重に論じる必要がある。二点目は、もと子の

家族概念についての検討である。紙幅の関係上本稿

では取り上げることができなかったが、もと子は自

由を実現するための団体を家族と重ねて理解してい

た。しかし、家族という血縁に基づく情緒的で親密

な関係と、統一的な目標に向かって進歩する団体と

は、本来性質の異なるもののはずである。自由を掲

げて進歩する団体と家族とを同一視してしまってよ

いのか。家族主義を強調してゆく戦時下における思

想とも関連させながら、この点について追究してみ

たい。そして三点目は、自由学園における実践につ

いて検討することである。本稿で述べた自由と宗教

心をめぐる思想が、実際の教育にどのように反映さ

れていたのか。実践記録や卒業生による手記なども

参照しながらこの点について検討し、現代の教育に

おける課題について論じる際の手掛かりとしたい。
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